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第
四
十
八
回
宮
城
県
芸
術
祭
は
、

未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
当
協

会
会
員
の
命
を
も
奪
っ
た
東
日
本

大
震
災
の
復
興
支
援
と
位
置
付
け
、

開
場
式
が
九
月
二
十
三
日
午
前
十

時
か
ら
、
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
五
階

の
書
道
展
会
場
前
で
行
わ
れ
た
。

式
に
は
主
催
七
団
体
の
宮
城
県
芸

術
協
会
、
宮
城
県
、
仙
台
市
、
宮

城
県
教
育
委
員
会
、
仙
台
市
教
育

委
員
会
、
河
北
新
報
社
、
宮
城
県

文
化
振
興
財
団
の
各
代
表
と
、
書

道
部
、
工
芸
部
を
中
心
と
し
た
芸

術
協
会
会
員
ら
が
多
数
出
席
し
た
。

　

芸
術
祭
会
長
の
小
山
喜
三
郎
芸

協
理
事
長
が
、「
大
震
災
に
よ
っ

て
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
に

鎮
魂
の
祈
り
を
捧
げ
、
被
災
さ
れ

た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

る
」
と
あ
い
さ
つ
。「
会
員
の
多

く
が
被
災
し
、
文
化
施
設
に
も
被

害
が
あ
り
、
芸
術
協
会
の
活
動
の

大
幅
な
見
直
し
が
必
要
と
な
っ
て

い
る
が
、
会
員
一
同
は
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
の
特
色
を
生
か
し
た
芸
術

活
動
を
展
開
し
て
欲
し
い
。
こ
の

震
災
を
天
が
与
え
た
試
練
と
捉

え
、
芸
術
協
会
創
設
五
十
年
の
歴

史
の
転
機
と
し
て
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

を
目
指
し
た
い
」
と
述
べ
た
。

　

続
い
て
主
催
団
体
を
代
表
し
、

芸
術
祭
名
誉
会
長
の
宮
城
県
知
事

（
代
理
）
が
あ
い
さ
つ
。
展
示
作

品
の
中
か
ら
受
賞
作
品
を
中
心
に

書
道
部
門
の
中
塚
仁
主
任
と
工
芸

部
門
の
浅
野
治
志
主
任
よ
り
、
震

災
を
乗
り
越
え
た
作
品
で
あ
る
こ

と
が
付
け
加
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
解
説
が
な
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
行

い
、
芸
術
祭
の
開
幕
と
な
っ
た
。
書

道
展
に
は
三
百
二
十
三
点
、
工
芸

展
に
は
昨
年
を
上
回
る
八
十
二
点

の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
各
部
門
の

担
当
会
員
が
説
明
に
当
た
り
、
鑑

賞
者
は
熱
心
に
聴
き
入
っ
て
い
た
。

　

今
年
も
県
民
と
の
交
流
を
図
る

た
め
、
絵
画
部
は
〝
秋
の
一
日
ゲ

イ
ジ
ュ
ツ
し
ま
し
ょ
う
！
〟
と
題

し
て
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー
、
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
に
よ
る
実
作
指

導
と
ア
ド
バ
イ
ス
の
場
を
設
け
、

一
般
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
の
機

会
を
多
く
し
て
い
る
。
書
道
展
で

は
受
賞
者
に
よ
る
揮
毫
会
も
行
わ

れ
た
。
芸
術
祭
は
こ
の
後
、
絵
画

展
、
華
道
展
、
彫
刻
展
、
写
真
展
、

茶
会
、
長
唄
演
奏
会
、
音
楽
会
、

文
芸
祭
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
文

芸
年
鑑
が
発
行
さ
れ
た
。
巡
回
展

は
工
芸
展
が
蔵
王
町
で
、
絵
画
・

書
道
展
が
大
和
町
と
塩
釜
市
で
、

写
真
展
が
栗
原
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開

催
さ
れ
る
。

　

第
四
十
八
回
宮
城
県
芸
術
祭
の

閉
会
式
は
、
十
一
月
二
十
四
日
午

後
六
時
か
ら
、
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ

リ
タ
ン
仙
台
で
開
催
さ
れ
る
。
授

賞
式
の
あ
と
各
賞
の
受
賞
者
を
囲

ん
で
来
賓
と
芸
協
会
員
の
懇
親
会

が
開
か
れ
る
。
受
賞
者
は
も
と
よ

り
、
多
く
の
会
員
の
参
加
が
望
ま

れ
る
。
会
費
は
六
千
円
（
当
日
会

場
受
付
に
納
入
）。

　

参
加
希
望
者
は
十
一
月
十
五
日

ま
で
、
芸
術
協
会
事
務
局
へ
申
し

込
ん
で
欲
し
い
。

　

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
と
位
置
付
け
た
、
第
四
十
八
回
宮
城
県

芸
術
祭
が
、
九
月
二
十
三
日
か
ら
の
書
道
展
・
工
芸
展
を
皮
切
り
に
、

十
一
月
二
十
四
日
の
閉
会
式
ま
で
二
カ
月
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
る
。

会
期
中
、
四
市
町
を
会
場
と
す
る
巡
回
展
も
並
行
し
て
行
わ
れ
て
い
る
。

　

十
一
月
十
九
日
午
前
十
時
か
ら

仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
当
芸
術
協

会
の
臨
時
総
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。議
案
は
不
動
産（
事

務
所
）の
取
得
と
そ
の
関
連
議
案
。

芸
協
の
活
性
化
に
繋
が
る
重
要
案

件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
会

員
の
出
席
が
望
ま
れ
る
。
欠
席
者

は
必
ず
委
任
状
の
提
出
を
お
願
い

し
た
い
（
第
二
面
に
臨
時
総
会
に

向
け
た
理
事
長
談
話
）。

困 難 を
乗り越え 書道・工芸展で開幕
～震災復興支援も兼ねて～

第48回宮城県芸術祭

書
道
・
絵
画

工
芸
・
写
真 

四
会
場
で
巡
回
展

閉
会
式
は
11
月
24
日

ふ
る
っ
て
ご
参
加
を

　
11
月
19
日
に
臨
時
総
会

～
事
務
所
取
得
な
ど
審
議
～
　
　
　
　
　
　

発　行
社団法人

宮 城 県 芸 術 協 会
（郵便番号　980-0803）
仙台市青葉区国分町3-3-7

宮城県民会館内
電　話　 （022） 261－7055
ＦＡＸ　 （022） 214－5184
E-mail:miyagi-geikyo@sunny.ocn.ne.jp
編　集　　小　山　喜三郎



平 成 23 年 10 月 31 日 は な や ま 第 190 号　�2
　

一
面
で
紹
介
し
た
と
お
り
、

十
一
月
十
九
日
に
本
協
会
の
事
務

所
取
得
な
ど
を
審
議
す
る
た
め
、

臨
時
総
会
を
招
集
致
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
不
動
産（
新
事
務
所
）

の
取
得
計
画
を
検
討
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

　

計
画
は
、
芸
協
の
公
益
法
人
化

へ
の
流
れ
の
中
で
持

ち
上
が
り
、
東
日
本

大
震
災
で
県
民
会
館

内
の
現
事
務
所
が
相

当
程
度
被
害
を
受
け

た
こ
と
で
、
そ
れ
に

拍
車
が
か
か
る
形
に

な
り
ま
し
た
。

　

公
益
法
人
化
へ
向

け
て
の
準
備
委
員
会

は
、
こ
れ
ま
で
に

十
三
回
開
催
。
最
終

ま
と
め
の
段
階
に

入
っ
て
お
り
ま
す

が
、
事
務
所
の
破
損

状
況
を
判
断
し
、
今

後
の
見
通
し
を
立
て
る
作
業
の
中

で
、
将
来
を
展
望
す
る
小
委
員
会

を
設
け
て
新
事
務
所
の
取
得
を
模

索
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
委
員
会
が
迅
速
に
動
い
た
結

果
、不
動
産
の
物
件
情
報
を
入
手
。

理
事
、
小
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
も

数
回
の
下
見
を
行
い
、
二
度
の
理

事
会
で
協
議
し
た
結
果
、
全
員
一

致
で
臨
時
総
会
の
開
催
を
決
め
る

に
至
り
ま
し
た
。

　

芸
術
協
会
が
会
館
を
保
有
し
、

会
員
が
自
由
に
集
ま
っ
て
、
研
修

会
や
講
習
会
な
ど
を
開
く
場
所
も

欲
し
い
。
さ
ら
に
は
、
常
設
の

ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
、
夢
が
大
き
く

広
が
っ
た
時
代
も
あ

り
ま
し
た
。
そ
れ
に

比
べ
る
と
、
次
善
の

策
と
言
え
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
新
し

い
事
務
所
を
芸
術
協

会
の
新
し
い
ス
タ
ー

ト
の
場
に
し
た
い
、

と
願
っ
て
い
る
も
の

で
す
。

　

性
急
に
事
を
運
ん

だ
よ
う
に
受
け
取
る

方
も
お
ら
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
以

上
の
よ
う
な
経
過
を

ご
理
解
い
た
だ
き
、

芸
協
五
十
年
の
歴
史
の
中
で
熟
成

さ
れ
て
き
た
も
の
と
受
け
止
め
て

欲
し
い
、
と
思
い
ま
す
。

　

芸
協
百
年
の
大
計
に
関
わ
る
こ

と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
臨
時
総

会
に
出
席
で
き
な
い
会
員
の
方
は

必
ず
委
任
状
を
提
出
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

書
道
部
で
は
恒
例
の
「
受
賞
者

に
よ
る
揮
毫
会－

書
の
楽
し
さ
を

目
と
耳
で－

」
を
九
月
二
十
五
日

午
前
十
一
時
か
ら
正
午
ま
で
、
メ

デ
ィ
ア
テ
ー
ク
六
階
の
ホ
ワ
イ
エ

で
開
催
し
た
。

　

受
賞
者
の
う
ち
十
一
名
が
作
品

の
実
演
を
披
露
。
普
段
は
見
る

こ
と
の
で
き
な
い
制
作
現
場
に
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
固
唾
を
呑
ん
で
見

守
っ
た
。

　

中
塚
主
任
に
よ
る
作
者
へ
の
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
で
は
、
紙
・
墨
・
筆

の
選
び
方
や
、
天
候
に
よ
っ
て
作

品
の
濃
淡
が
変
わ
っ
て
く
る
こ
と

な
ど
の
技
術
論
に
加
え
、
書
に
向

か
う
時
の
心
境
や
常
々
心
が
け
て

い
る
こ
と
な
ど
の
メ
ン
タ
ル
面
も

紹
介
さ
れ
、
来
場
者
は
ひ
と
つ
ひ

と
つ
に
う
な
ず
い
て
い
た
。「
大

震
災
に
負
け
な
い
よ
う
に
力
強
く

書
き
ま
し
た
」
と
の
作
者
の
コ
メ

ン
ト
に
は
、
大
き
な
拍
手
が
湧
き

起
こ
っ
て
い
た
。

　

書
道
部
の
研
修
会
は
「
茶
席
と

書
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
九
月

二
十
五
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま

で
仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館
五
階

で
開
催
さ
れ
た
。

　

講
師
の
髙
橋
威
仙
芸
術
協
会
常

任
理
事
よ
り「
茶
道
の
歴
史
」「
茶

の
湯
の
心
」「
茶
掛
け
」「
近
代
の

禅
僧
」
な
ど
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
い
た
後
、
来
場
者
よ
り
質
問

を
受
け
た
。
茶
に
ま
つ
わ
る
日
頃

の
疑
問
は
多
く
、
日
本
人
と
し
て

の
関
心
の
高
さ
を
も
の
が
た
っ
て

い
た
。
ま
た
、
茶
と
書
の
接
点
に

つ
い
て
も
鋭
い
質
問
が
出
さ
れ
、

髙
橋
理
事
は
そ
れ
に
丁
寧
に
答
え

て
い
た
。

　

絵
画
部
は
十
月
八
日
、
仙
台
市

福
祉
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
女
性
モ

デ
ル
を
使
っ
た
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー

を
開
催
。
初
心
者
で
も
簡
単
に
人

体
を
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
指
導
と

助
言
を
行
い
、
好
評
を
博
し
た
。

　

十
月
八
日
、
芸
術
祭
開
催
中
の

絵
画
展
会
場
に
お
い
て
、
宮
城
県

美
術
館
研
究
員
の
大
嶋
貴
明
氏
が

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
行
い
、
展

示
作
品
を
見
な
が
ら
「
今
日
の
絵

画
・
美
術
事
情
」
に
関
わ
る
話
な

ど
を
し
た
。

長年の夢一歩前進
臨時総会召集に当たって
芸協理事長　小　山　喜三郎

大
震
災
に
負
け
な
い
よ
う
に

書
道
部
盛
況
の
う
ち
に
揮
毫
会

「
茶
席
と
書
」
テ
ー
マ
に

書
道
部
研
修
会

女
性
モ
デ
ル
を
使
っ
て

絵
画
部
が
人
物
ク
ロ
ッ
キ
ー

美
術
館
の
大
嶋
氏
講
師
に

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も

盛況だった書道部揮毫会

質問に答える髙橋講師
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第
四
十
八
回
文
学
散
歩
は
三
十

四
人
が
参
加
、
九
月
二
十
七
、二

十
八
日
の
一
泊
二
日
の
日
程
で
行

わ
れ
た
。

〈
一
日
目
〉

　

朝
八
時
仙
台
駅
を
出
発
し
た
バ

ス
は
八
戸
を
目
指
し
、
高
速
道
を

ひ
た
す
ら
走
る
。

　

最
初
の
見
学
は
八
戸
市
公
会
堂

前
に
あ
る
「
三
浦
哲
郎
文
学
碑
」。

車
中
で
牛
島
主
任
よ
り
三
浦
哲
郎

に
つ
い
て
詳
し
い
解
説
が
あ
り
、

親
し
く
文
学
碑
を
囲
ん
だ
。

　

次
は
七
月
に
開
館
し
た
ば
か
り

の
八
戸
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

「
是
川
縄
文
館
」
へ
。
是
川
遺
跡

よ
り
出
土
し
た
縄
文
時
代
の
土
器

や
木
製
品
、
石
器
、
美
し
い
漆
塗

り
飾
弓
や
漆
器
な
ど
、
展
示
物
の

説
明
を
聞
き
な
が
ら
見
学
。
な
か

で
も
風
張
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
国

宝
の
合
掌
土
偶
は
圧
巻
。
縄
文
人

の
豊
か
な
生
活
に
改
め
て
感
動
し

た
。

　

最
後
は
「
寺
山
修
司
記
念
館
」。

ユ
ニ
ー
ク
な
展
示
物
、
映
像
、
幾

つ
も
並
ぶ
机
の
引
き
出
し
を
開
け

寺
山
ワ
ー
ル
ド
を
堪
能
し
た
。
参

加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
抱
い
て
い
た
修

司
像
に
、
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
が
加

え
ら
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

　

夕
闇
の
近
づ
く
こ
ろ
宿
泊
地
古

牧
温
泉
「
青
森
屋
」
に
到
着
。

〈
二
日
目
〉

　

八
時
三
十
分
出
発
、歌
枕
の「
つ

ぼ
の
い
し
ぶ
み
」
と
も
さ
れ
て
い

る
東
北
町
に
あ
る「
日
本
中
央（
ひ

の
も
と
の
ま
な
か
）
の
碑
」
保
存

館
へ
向
か
う
。
昭
和
二
十
四
年
、

同
町
の
湿
地
帯
よ
り
発
見
さ
れ
た

碑
の
真
偽
に
つ
い
て
は
定
か
で
な

い
が
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
と
奥
深
さ

が
感
じ
ら
れ
た
。

　

昼
食
後
は
十
和
田
湖
畔
を
散

策
。
高
村
光
太
郎
作
の
「
乙
女
の

像
」
を
鑑
賞
し
帰
路
に
就
く
。
今

回
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
有
意
義
な

文
学
散
歩
で
あ
っ
た
。

　

九
月
二
十
三
日
か
ら
十
月
十
二

日
ま
で
せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー

ク
で
開
催
さ
れ
た
第
48
回
宮
城
県

芸
術
祭
展
示
分
野
の
入
場
者
は

二
万
四
千
八
百
七
十
五
人
で
、
昨

年
の
二
万
五
千
七
百
十
一
人
を
わ

ず
か
に
下
回
っ
た
。
部
門
別
で
は
、

絵
画
展
が
一
万
九
百
三
十
八
人

（
五
百
二
十
一
人
増
）、
書
道
展
が

四
千
二
百
十
二
人
（
千
三
百
十
九
人

減
）、
華
道
展
が
二
千
八
百
八
十
四

人
（
七
十
一
人
減
）、
写
真
展
が

二
千
五
百
八
十
三
人
（
六
十
八
人

増
）、
彫
刻
展
が
二
千
百
五
十
四
人

（
百
八
十
五
人
増
）、
工
芸
展
が

二
千
百
四
人
（
二
百
二
十
人
減
）

と
な
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
芸
術
祭
は
三
月
十
一
日

の
東
日
本
大
震
災
で
、
会
場
の
せ

ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
も
窓
ガ

ラ
ス
な
ど
が
被
災
し
た
た
め
、
一

時
は
開
催
自
体
が
危
ぶ
ま
れ
た
。

ま
た
、
画
材
や
筆
墨
な
ど
の
道
具

類
が
流
さ
れ
、
窯
や
工
房
な
ど
に

被
害
を
受
け
な
が
ら
も
困
難
を
乗

り
越
え
て
出
品
に
ご
ぎ
つ
け
た
会

員
も
多
か
っ
た
だ
け
に
、
こ
の
大

災
害
の
中
で
入
場
者
が
微
減
に
と

ど
ま
っ
た
こ
と
に
、
各
部
門
の
展

示
担
当
者
は
胸
を
撫
で
下
ろ
し
て

い
た
。

　

今
回
は
絵
画
部
門
の
会
員
が
宮

城
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
色
紙

に
、
文
芸
部
の
会
員
が
短
詩
文
の

色
紙
を
添
え
た
コ
ラ
ボ
作
品
も
展

示
さ
れ
、
好
評
で
あ
っ
た
。

文
学
と
歴
史
を
堪
能

　
～
寺
山
修
司
記
念
館
と

つ
ぼ
の
い
し
ぶ
み
を
訪
ね
て
～

文学散歩

９月27・28日

 

被
災
に
め
げ
ず
多
数
来
場

― 

芸
術
祭
展
示
分
野 

―
　

ユニークな展示がある寺山修司記念館

乙女の像前で記念撮影する乙女達

国宝合掌土偶 「日本中央碑」

入場者で賑わう絵画展

好評だった絵画・文芸コラボ展
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七
十
年
以
上
短
歌
の
制
作
に
励
み
、
宮
城
県

の
歌
壇
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
ま

た
、
県
内
の
高
校
で
教
師
を
務
め
、
国
語
教
育

界
で
実
績
を
積
み
上
げ
て
き
た
。

　

平
成
二
十
二
年
、
敗
戦
後
の
苦
難
や
自
ら
の

半
生
を
振
り
返
る
作
品
を
集
め
た
第
三
歌
集
の

「
生
く
る
日
」
を
刊
行
。
今
後
も
創
作
者
と
し

て
は
も
と
よ
り
、
後
進
の
指
導
者
と
し
て
も
重

要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

仙
台
市
青
葉
区
在
住
。
大
正
十
年
生
ま
れ
。

　

さ
わ
や
か
な
色
調
の
中
に
描
か
れ
る
独
自
の

表
現
が
作
品
の
特
徴
で
、
専
門
家
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
。
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、

日
本
伝
統
工
芸
展
で
四
度
目
の
入
選
を
果
た

し
、
日
本
工
芸
会
正
会
員
に
認
定
さ
れ
た
。

　

今
後
は
、
表
現
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
る
と
と

も
に
、
若
手
作
家
の
中
心
的
な
存
在
と
し
て
、

宮
城
県
の
七
宝
工
芸
の
力
強
い
牽
引
役
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
仙
台
市
青
葉
区
在
住
。昭
和
四
十
二
年
生
ま
れ
。

　

七
宝
の
技
法
を
用
い
て
、
大
き
な
額
絵
を
制

作
。
日
展
で
十
二
年
間
に
十
一
回
の
入
選
を
果

た
し
、
平
成
二
十
一
年
、
会
友
に
推
挙
さ
れ
た
。

二
十
二
年
度
に
は
、
日
本
現
代
工
芸
美
術
展
で

本
会
員
賞
を
受
賞
し
、
高
校
や
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
、
幅
広
く
七
宝
を
教
え
て
い
る
。

　

今
後
と
も
、
若
手
の
手
本
と
な
っ
て
氏
自
身

の
画
風
で
表
現
し
た
、
お
お
ら
か
で
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
作
品
の
制
作
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

黒
川
郡
富
谷
町
在
住
。

　

優
れ
た
短
歌
作
者
は
沢
山
お
ら
れ
ま
す
の
に
、

さ
し
た
る
活
動
を
し
て
い
た
と
も
思
え
ぬ
私
へ

の
、
思
い
も
か
け
な
い
ご
評
価
を
頂
き
、
た
だ
恐

縮
し
、
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

日
中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
と
い
う
厳
し
い
現
実

の
た
だ
中
で
若
い
日
を
過
ご
し
、
さ
ら
に
今
年
三

月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
に
遭
い
な
が
ら
辛
く

も
助
か
っ
た
命
を
長
ら
え
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が

た
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
の
度
の
お
励
ま
し

に
元
気
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ

と
の
多
く
を
残
し
て
い
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
と
し

て
、
素
直
な
自
分
に
立
ち
か
え
り
、
生
き
る
こ
と

の
意
味
を
問
い
続
け
た
い
も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、
宮
城
県
芸
術
選
奨
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
十
数
年
、
人
々
に
忘
れ
去
ら
れ
た
遺
跡

を
照
ら
す
月
の
光
と
影
を
追
求
し
、
制
作
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

芸
術
協
会
で
は
、
分
野
を
超
え
た
先
生
方
と

の
出
会
い
と
交
流
で
、
ご
指
導
や
励
ま
し
の
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
た
く
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
と
、
こ
れ
か
ら
も
日
々
研
鑽
を
重

ね
、努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

七
宝
に
出
合
っ
て
十
五
年
。
制
作
を
重
ね
る

た
び
に
、
そ
の
奥
深
さ
と
難
し
さ
を
、
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

七
宝
作
品
に
は
、
造
形
・
デ
ザ
イ
ン
・
配
色
・

仕
上
げ
等
々
、
数
多
く
の
表
現
要
素
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
ど
れ
も
が
突
出
す
る
の
で
は
な
く
、
す

べ
て
が
融
合
し
一
つ
の
空
気
感
に
包
ま
れ
た
作

品
を
、
い
つ
か
作
り
た
い
と
い
う
夢
が
あ
り
ま

す
。
夢
は
ま
だ
遠
く
、
今
回
の
受
賞
は
歩
幅
の
小

さ
く
な
っ
た
私
の
背
を
押
し
て
く
れ
る
も
の
と
信

じ
て
、
ま
た
作
品
創
り
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
ご
指
導
い
た
だ
い
た
先
生
方
、
諸

先
輩
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　平成22年度宮城県芸術選奨の授賞式が８月26日、宮城県行政庁舎で行われた。例年は６月に実施されてきたが、
今年は東日本大震災の影響で２カ月遅れの顕彰となった。芸術協会の会員では原田夏子（文芸・短歌）川北京子（美
術・工芸）の二氏が芸術選奨を、種澤有希子氏（美術・工芸）が芸術選奨新人賞を受賞した。
　会員外では、佐々木健（美術・洋画）、佐藤達（美術・彫塑）の両氏が芸術選奨を受賞。柴田滋紀（美術・洋画）、
椎名勇仁（美術・彫塑）、篠沢亜月（文芸・俳句）、柴田三兄妹（音楽・器楽）の各氏が芸術選奨新人賞を受けた。

ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ
と
多
く

芸
協
で
の
出
会
い
が
励
み
に

夢
を
追
っ
て
作
品
創
り

原田・川北氏に芸術選奨、種澤氏は新人賞

芸 術 選 奨

芸術選奨新人賞

（文芸・短歌）
原田夏子氏
（文芸）

（美術・工芸）
川北京子氏
（美術）

（美術・工芸）
種澤有希子氏
（美術）
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長
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
芸
協
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
こ
の
ほ
ど
完
成

し
、
第
四
十
八
回
芸
術
祭
に
合
わ

せ
て
公
開
さ
れ
た
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
芸
協
の

活
動
を
宮
城
県
内
だ
け
で
な
く
全

国
に
発
信
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
芸
協
活
動
は
、
会
員

以
外
の
人
に
と
っ
て
は
秋
に
繰
り
広

げ
ら
れ
る
芸
術
祭
や
各
部
門
が
実

施
す
る
事
業
で
し
か
知
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
時
間

や
地
域
を
飛
び
越
え
て
、
何
時
で

も
、
誰
で
も
が
自
由
に
ア
ク
セ
ス

し
、
芸
協
に
ど
の
よ
う
な
会
員
が

い
て
ど
ん
な
活
動
を
行
っ
て
い
る

か
を
即
座
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

各
種
情
報
に
素
早
く
ア
ク
セ
ス

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
は
、
新
緑
の
定

禅
寺
通
り
に
立
つ
ブ
ロ
ン
ズ
像
の

写
真
を
配
置
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ

ン
と
な
っ
て
い
る
＝
写
真
。

　

画
面
の
上
段
に
「
協
会
概
要
」

「
事
業
計
画
」「
部
門
紹
介
」
の
メ

ニ
ュ
ー
ボ
タ
ン
が
あ
り
、
下
に
芸

協
十
一
部
門
へ
の
入
り
口
と
な
る

ボ
タ
ン
が
並
ぶ
。「
協
会
概
要
」
か

ら
は
、
理
事
長
挨
拶
、
定
款
、
事

業
、
役
員
、
芸
協
の
歴
史
な
ど
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、「
部

門
紹
介
」
の
各
部
門
の
ボ
タ
ン
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
目
的
・
事
業

内
容
・
運
営
規
定
・
会
員
名
簿
に

移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　

画
面
左
側
に
は
「
芸
術
協
会
と

は
」「
宮
城
県
芸
術
祭
」「
は
な
や

まw
eb

版
」「
各
種
用
紙
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
」な
ど
の
ボ
タ
ン
が
あ
る
。

こ
の
う
ち
、「
宮
城
県
芸
術
祭
」

か
ら
は
、
そ
の
年
の
芸
術
祭
全
事

業
の
詳
細
が
わ
か
る
ほ
か
、
展
示

部
門
の
受
賞
者
一
覧
お
よ
び
受

賞
作
品
の
写
真
も
閲
覧
で
き
る
。

「
は
な
や
まw

eb

版
」
に
は
最
新

版
だ
け
で
な
く
、
バ
ッ
ク
ナ
ン

バ
ー
も
掲
載
す
る
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、「
各
種
用
紙
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
」
か
ら
は
後
援
依
頼
な
ど
が
入

手
で
き
る
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
中
央
に
は

「
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
／
最
新
情
報
」「
Ｔ

Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
」
の
欄
が
あ
り
、
芸

協
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
会
員
の
個

展
情
報
な
ど
を
速
報
す
る
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

m
iyagiart.com

で
あ
る
が
、「
宮

城
県
芸
術
協
会
」
の
検
索
で
も
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

　

芸
術
協
会
参
事
の
歌
人
扇
畑
利

枝
氏
が
八
月
二
十
九
日
、
逝
去
さ

　

扇
畑
利
枝
氏

は
、
早
く
か
ら

作
歌
を
始
め
ら

れ
た
由
で
あ
る

が
、
昭
和
二
十

一
年
に
東
北
ア
ラ
ラ
ギ
会
「
群

山
」
の
創
刊
号
に
森
京
花
の
名

で
参
加
し
た
の
が
歌
人
と
し
て

の
本
格
的
な
出
発
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
「
群
山
」
編
集
兼
発

行
者
の
扇
畑
忠
雄
氏
と
結
婚

（
昭
和
二
十
三
年
）。
お
し
ど

り
夫
婦
と
し
て
、
二
人
三
脚
で

「
群
山
」
の
発
展
に
寄
与
し
た

内
助
の
功
は
、
世
に
知
ら
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
活
躍
の
場
は

広
く
「
群
山
」
の
外
部
へ
も
及

ん
だ
。
即
ち
、
昭
和
二
十
四
年

「
女
人
短
歌
」
創
刊
に
参
加

し
、
同
三
十
二
年
以
降
は
そ
の

東
北
支
部
長
と
し
て
、
後
進
の

育
成
に
貢
献
。
昭
和
四
十
五

年
、
第
一
回
東
北
短
歌
大
会
選

者
。
そ
の
後
、
各
種
短
歌
大
会
の

選
を
担
当
し
、
原
阿
佐
緒
歌
碑
建

立
に
尽
力
。
ま
た
、
宮
城
県
婦
人

会
館
教
養
講
座
等
々
の
講
師
と

し
て
、
広
く
短
歌
を
指
導
し
た
。

昭
和
四
十
七
年
に
は
、
宮
中
歌

会
始
の
陪
聴
に

参
列
し
て
い

る
。

　

さ
ら
に
歌
界

を
超
え
た
広
範

な
活
動
に
よ
っ

て
、
宮
城
県
教

育
文
化
功
労
賞

（
昭
和
五
十
七

年
）、
仙
台
市

市
政
功
労
賞

（
昭
和
六
十
二

年
）、
地
域
文
化
功
労
文
部
大
臣

賞
（
平
成
七
年
）、
第
五
十
三
回

河
北
文
化
賞
（
平
成
十
五
年
度
）

等
々
を
受
賞
す
る
栄
誉
に
輝
い
て

い
る
。

　

さ
て
、
ほ
ぼ
六
十
年
に
及

ん
だ
歌
人
と
し
て
の
業
績

は
次
の
六
冊
の
歌
集
に
輝

か
し
く
結
晶
し
て
い
る
。

　

１
遠
い
道
（
昭
和
52
年
刊
）

　

２
欅
の
花
（
昭
和
62
年
刊
）

　

３
春
の
水
（
平
成
５
年
刊
）

　

４
雪
兎
（
平
成
９
年
刊
）

　

５
川
べ
の
宿（
平
成
12
年
刊
）

　

６
小
さ
な
滝（
平
成
18
年
刊
）

　

次
の
二
首
は
、
そ
の
人
間
性

と
歌
人
と
し
て
の
生
涯
を
象
徴

す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

・ 

不
意
に
襲
は
む
心
臓
発
作

に
心
い
た
む
神
よ
夫
の
た

め
生
命
を
下
さ
い
（
小
さ

な
滝
）

　

・ 

歌
が
あ
る
か
ら
歌
に
は
げ

ま
さ
れ
生
き
て
ゐ
る
心
臓

の
薬
飲
み
て
貼
り
つ
つ

（
右
同
）

　

享
年
九
十
六
歳
。法
名
は「
明

鏡
院
群
華
」
で
あ
っ
た
。
み
魂

の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
し

ま
す
。　　
　
　
　
　
　

合
掌
。

れ
た
。
九
十
六
歳
。
宮
城
県
出
身
。

　

夫
君
扇
畑
忠
雄
氏
を
助
け
、
歌

誌
「
群
山
」
に
力
を
尽
く
す
一
方
、

原
阿
佐
緒
の
顕
彰
や
後
進
の
育
成

に
努
め
る
な
ど
、
幅
広
く
活
躍

さ
れ
た
。「
地
域
文
化
功
労
文
部

大
臣
賞
」、「
河
北
文
化
賞
」
等
多

数
。
歌
集
は
「
遠
い
道
」
ほ
か
五

冊
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設

芸
協
の
活
動
を
全
国
に
発
信

扇
畑
利
枝
参
事
ご
逝
去

扇畑利枝氏を偲ぶ
文芸部　徳山高明

斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
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東
日
本
大
震
災
か
ら
は
や
七
ヵ

月
が
過
ぎ
た
が
、
復
旧
・
復
興
の

足
取
り
は
依
然
と
し
て
鈍
い
。
三

陸
沿
岸
の
サ
ン
マ
水
揚
げ
、
カ
ツ

オ
漁
再
開
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
は
伝

え
ら
れ
る
も
の
の
、
面
的
、
重
層

的
な
広
が
り
で
は
な
い
▼
阪
神
・

淡
路
大
震
災
の
際
は
、
発
生
か
ら

四
ヵ
月
後
に
詳
細
な
復
興
計
画
が

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
大

震
災
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
阪
神
・
淡

路
の
一
、四
五
〇
倍
で
あ
っ
た
こ
と

を
差
し
引
い
て
も
、遅
れ
が
目
立
っ

て
な
ら
な
い
▼
こ
の
種
の
事
業
に

は
ス
ピ
ー
ド
が
求
め
ら
れ
る
こ
と

を
関
係
者
は
肝
に
銘
じ
て
ほ
し
い

も
の
だ
。
半
年
以
上
も
、
仮
設
住

宅
や
避
難
所
で
暮
ら
し
て
い
る
人

た
ち
が
大
勢
い
る
中
で
、
中
央
に

置
く
復
興
庁
の
下
部
組
織
と
し
て

宮
城
な
ど
被
災
三
県
に
お
か
れ
る

「
復
興
局
」
は
、
ま
だ
構
想
段
階

に
す
ぎ
な
い
▼
博
物
館
や
美
術
館

の
復
旧
は
、
さ
ら
に
遠
い
。
十
月

に
入
っ
て
や
っ
と
財
政
支
援
の
方

針
が
決
ま
り
、
来
年
度
の
概
算
要

求
に
盛
り
込
ま
れ
た
段
階
だ
。
何

が
急
が
れ
る
の
か
、
の
仕
分
け
が

で
き
る
人
材
は
政
府
内
に
い
な
い

の
で
あ
ろ
う
か
。　
　
　
　
（
恂
）

事

務

局

日

誌

会 

務 

報 

告

９
月
12
・
20
日
理
事
会

〇 

新
入
会
員（
正
会
員
）の
承
認
に
つ
い
て

〇 

社
団
法
人
東
北
経
済
倶
楽
部
か
ら
の

寄
付
金
申
し
入
れ
に
つ
い
て

〇
不
動
産
の
取
得
に
つ
い
て

後
　
　
　
援

☆
第
64
回
春
光
会
展

８
月
16
日
～
８
月
21
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
緒
絶
の
館
」

８
月
23
日
～
８
月
28
日

美
里
町
近
代
文
学
館

☆
第
47
回
宮
城
水
彩
展
栗
原
展

８
月
26
日
～
９
月
23
日

栗
原
文
化
会
館

☆ 

ふ
る
さ
と
宮
城
の
美
し
い
風
景
を
描

く
―

浅
野
忠
信
油
絵
展

９
月
１
日
～
９
月
15
日

カ
フ
ェ
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー 

ガ
レ

☆
第
30
回
新
芸
術
東
北
展

９
月
９
日
～
９
月
14
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆ 

２
０
１
１
年
レ
ニ
ャ
ー
ニ
フ
ェ
ス

テ
ィ
ヴ
ァ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
他

９
月
16
日
～
９
月
25
日

イ
タ
リ
ア 

ブ
レ
ッ
シ
ア
他
計

３
ヶ
所

☆
東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念

　

第
26
回
都
山
流
尺
八
演
奏
会

９
月
19
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

シ
ア
タ
ー
ホ
ー
ル

☆
第
41
回
宮
城
書
芸
院
書
展
教
育
部
展

９
月
30
日
～
10
月
２
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
緒
絶
の
館
」

☆ 

思
い
っ
き
り 

泣
い
た
っ
て
い
い
、

負
け
た
っ
て
い
い
、
で
も
挫
け
る
な

遊
佐
聖
心
作
品
展

10
月
８
日
～
12
月
11
日

栗
駒
み
ち
の
く
伝
創
館

☆
第
41
回
宮
城
書
芸
院
書
展

10
月
12
日
～
10
月
16
日

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー「
緒
絶
の
館
」

☆
第
10
回
夢 

楽
描
き
展

　

（
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
合
同
展
）

10
月
14
日
～
10
月
19
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
39
回
書
道
展

10
月
29
日
～
10
月
30
日

登
米
市
迫
体
育
館

☆ 

み
ん
な
一
書
・
被
災
か
ら
立
ち
上

が
っ
た
作
家
展

10
月
31
日
～
11
月
12
日

お
か
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
歌
い
つ
が
れ
ゆ
く
日
本
の
歌
―

　

な
つ
か
し
い
歌
、
あ
た
ら
し
い
歌

11
月
２
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
伊
藤
松
鶴
書
作
展

11
月
４
日
～
11
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
36
回
教
育
書
道
研
究
会

　

学
生
部
書
道
展

11
月
４
日
～
11
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
第
36
回
素
心
会
書
道
展

11
月
４
日
～
11
月
９
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
チ
ル
コ
ロ
・
フ
ロ
ー
ラ

　

第
46
回
定
期
マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
会

11
月
５
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
第
40
回
宮
城
教
育
大
学

　

マ
ン
ド
リ
ン
部
定
期
演
奏
会

11
月
５
日

仙
台
市
若
林
区
文
化
セ
ン
タ
ー

☆
第
18
回
彩
泉
会
洋
画
展

11
月
15
日
～
11
月
19
日

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
２
階
展
示
ロ

ビ
ー

☆
ク
ー
ル
・
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
創
立

　

55
周
年
記
念
第
45
回
定
期
演
奏
会

11
月
23
日

東
北
大
学
百
周
年
記
念
会
館

川
内
萩
ホ
ー
ル

☆
第
１
回
書
蓮
会
書
道
展

11
月
29
日
～
12
月
４
日

東
北
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
ギ
ャ
ラ

リ
ー

☆
第
19
回
宮
城
シ
ニ
ア
美
術
展

12
月
１
日
～
12
月
４
日

宮
城
県
美
術
館
県
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆
東
日
本
大
震
災
復
興
の
た
め
の

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
三
曲
特
別
演
奏
会

12
月
７
日

電
力
ホ
ー
ル

☆
第
50
回
洗
心
書
道
展

12
月
15
日
～
12
月
18
日

仙
台
市
民
会
館
展
示
室

☆ 

第
29
回
メ
サ
イ
ア（
救
世
主
）演
奏
会

12
月
17
日

仙
台
市
青
年
文
化
セ
ン
タ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

☆
第
４
回
「
小
・
中
学
生
紙
上
書
道
展
」

12
月
中
旬

河
北
新
報
朝
刊
紙
上

☆
第
29
回
白
土
会
展

12
月
23
日
～
12
月
28
日

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク

☆
「
能
島
和
明
日
本
画
展
」

11
月
16
日
～
11
月
22
日

仙
台
三
越
７
階
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

11
月
23
日
～
11
月
27
日

栗
原
文
化
会
館

会
員
の
入
賞
・
入
選
な
ど

◇
月
刊
俳
誌
「
春
耕
」

　

第
23
回
春
耕
賞
＝
岩
田
諒
（
俳
句
）

◇
第
33
回
日
本
新
工
芸
展

　

 

〈
公
募
部
門
〉
▽
日
本
新
工
芸

　

奨
励
賞=

小
川
和
子
（
陶
）

◇
第
28
回
読
売
書
法
展

　

〈
篆
刻
部
門
〉
▽
読
売
新
聞
社
賞

　

＝
髙
野
芳
月

◇
再
興
第
九
十
六
回
院
展
入
選

　

〈
日
本
画
〉
大
泉
佐
代
子

受
　
贈
　
書

四
季
の
息
吹
・
小
笠
原
宏
写
真
集
（
小

笠
原
宏
）

謹
　
　
弔

華
道
部
（
仙
昇
池
坊
）鈴

木
花
風
殿

７
月
19
日

文
芸
部
（
短
歌
）
八
島
美
代
子
殿

３
月
11
日

文
芸
部
（
川
柳
）　

唐
木
浩
子
殿

８
月
13
日

絵
画
部
（
洋
画
）　

千
葉
陽
正
殿

８
月
10
日

文
芸
部
（
短
歌
）　

扇
畑
利
枝
殿

８
月
29
日

書
道　
　
　
　
　
　

大
村
桃
豊
殿

10
月
１
日


